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１．はじめに 

近年，土木構造物の設計段階におけるＶＥ（以降，設計ＶＥ）の導入・運用が活発化してきている．設計Ｖ

Ｅは，使用者優先の立場に立ち，機能とコストの両面から価値向上を図るための活動と言える．本稿は，設計

ＶＥの普及・定着により土木構造物の最適な調達の一助となるよう，これまでの筆者の活動を踏まえ，設計Ｖ

Ｅの有効性と効果的運用に向けた視点等を提案するものである． 

 

２．設計ＶＥの有効性 

土木構造物を対象とした設計ＶＥでは，対象物の有する機能を定義し，定義した機能を実現する様々なアイ

デアを発想する．その後，機能とコストの両面からアイデアを評価し，組合せ，新たな代替案を作成するもの

である．また，事前活動（調整会議・現地調査）やＶＥの実施手順に基づくワークショップ（以降，ＶＥＷＳ）

は，インハウスエンジニアや専門家等で構成された検討チームで取り組まれる． 

 

このような設計ＶＥの取組みを実践することは，長期間に渡り，多くの利害関係者が関わる建設事業の執行

において，以下の点から効率的な事業執行へ有効な手段の１つとしてなり得ると考える． 

 

○ 使用者優先の立場から価値向上（コスト・機能）に向けた改善策を得る事が可能 

○ 事前活動やＶＥＷＳの実践により対象事業における説明性が向上 

○ 事前活動やＶＥＷＳの実践による参加者間の技術・経験の交流・継承 

 

また，これらの有効性を総合的に捉えると，最終的には組織力の向上に寄与するものとも考える． 

 

３．設計ＶＥの効果的運用に向けた提案 

上述の有効性を踏まえつつ，筆者が考える設計ＶＥの効果的な運用に向けた視点等を提案する． 

① 対象事業の選定 

対象事業の選定では，事業段階，事業規模，

事業分野等を以下の観点から総合的に捉え，選

定することが重要である． 

 

○ 事業段階：改善提案の自由度 

○ 事業規模：検討自体の投資効率 

○ 事業分野：事業自体の特徴（表 1参照） 

 

さらに，ＶＥは「使用者優先の原則」に則り，

価値改善を図るものであり，使用者の要求仕様

を特に原案に反映したい事業も対象として選

定することが考えられる． 
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また，延長の長い設備等で工区割がなされてい

た場合，他工区との連続性（一貫性）の確保とい

った点から改善提案の自由度は減少する．よって，

事業分野及び事業段階の双方に着眼し，選定する

ことも重要である． 

② 検討チーム編成 

検討チームの編成では，対象とする設計原案

の実施段階に応じて，ＶＥ検討チームに要求さ

れる能力が異なる点に配慮することが重要で

ある．例えば，構想段階では，事業計画を中心

とした行政的な判断に重点を置くことからイ

ンハウス等で編成し，予備・基本設計等では，

設計・施工上の専門性を要することからインハ

ウス，コンサルタント等のメンバーで構成する．

つまり，事業段階，事業分野を勘案し，各メン

バーの経験・専門性，時間確保の可能性等を含

め，チーム編成することが効果的な運用に繋が

ると考える． 

③ 設計ＶＥＷＳ実施 

事前活動（現地調査・事前調整会議）を通じて，対象事業の理解を深めた後，ＶＥの基本・詳細ステップに

基づく設計ＶＥＷＳを開催する．筆者が担当したＶＥＷＳの所要日数は４日間が大半であったが，実務への適

用を拡大するためには，業務内容に応じ，簡易な実践内容を適用し，最適な所要日数を設定することが必要と

考える．その一方で，２．で述べた本来の設計ＶＥの有効性を損なわないためには，機能を定義・評価するス

テップを省略することは望ましくないと筆者は考える．よって，実践内容の簡素化に向けては，「アイデア発

想や代替案の対象機能を絞り込む」，「蓄積したＶＥ検討成果を活用する」等で効率化を図り，最適な所要日数

を設定することが重要と考える．  

④ ＶＥ審査 

検討チームが作成した提案書を検討チームメンバー以外の客観的な視点から審査し，原設計への反映に向け

て，組織的な了解を得ることも重要である． 

⑤ ＶＥ成果の蓄積 

ＶＥＷＳで作成したワークシートや提案書等を蓄積することにより，③でも述べたとおり，他事業のＶＥ検

討に活用する事が可能となり，検討作業の効率化に資する．また，ＶＥ審査後，最終的な設計成果への反映結

果もとりまとめ，蓄積共有するとともに，一連の活動を広報することにより組織内における理解を得ることが

可能となり，効果的な運用に資するものと思われる． 

 

４．おわりに 

本稿では筆者の経験から設計ＶＥの効果的運用に向けた提案を示したが，今後は，具体事例により検証を進

めたいと考えている．また，公共構造物の価値計測手法等を含め，更なる設計ＶＥの普及・定着に向けた研究・

提案を進めてゆく所存である． 
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事 業 分 野 特 徴 等 

■ 延長の長い設備 
道路，トンネル，河川，水路
など 

・断面の見直し 
・縦断形の見直し 
・連続性の確保 

本設

■拠点設備 
下水処理場，取水設備，駐車
場，砂防ダムなど 

・配置計画の見直し 
・材料面での創意工夫 
・LCC（機械，電気） 
・既存設備の有効活用 

仮設
■各種施工計画 
工事用道路，橋梁架設，コン
クリート打設，材料運搬など 

・本設に立ち帰り検討 
・工期短縮の取り組み 
・住民や環境への対策 

表 1 事業分野と特徴 

表 2 インハウスにおける検討チーム編成の視点 
 

インハウス
ｲﾝﾊｳｽ 

＋VE ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ 
すべて外部委託
(VEｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ) 

時間的制約 少ない － 大きい 

人員の確保 可能である － 困難である 

専門技術力 やや小さい やや必要である 特に必要である
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